
Gači-majaa 
  第 ７号 ・２００５年 １１月 30 日 （水 ）発 行  

     年 ４回  （５・８・１１・２月 発 行 ）  

    �         �         �  

編 集 ・宜 野 湾 市 教 育 委 員 会 文 化 課  市 史 編 集 係  

       〒９０１‐２７１０ 宜 野 湾 市 野 嵩 １‐１‐２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 い合 わせ・情 報 提 供 先  

     �  ∗  �  ∗  �  ∗  �  

�   （０ ９８）８ ９３－４４ ３１  

Fax   （０ ９８）８ ９３－４４ ３４  

K y o i k u 0 8 @ a m i . c i t y . g i n o w a n . o k i n a w a . j p  

1950 年 代 か ら 60 年 代 に か け て 、「 琉 米 親 善 」 と 呼 ば れ た 米 軍 と 地 元 の 人 々 と の

親 善 活 動 が 盛 ん に 行 わ れ て い ま し た 。 宜 野 湾 で も 、 そ れ は 例 外 で は な く 、 米 琉 対 抗

の ス ポ ー ツ 競 技 会 や 、 子 ど も た ち を 基 地 内 に 招 い た パ ー テ ィ ー の 開 催 、 ク リ ス マ ス

プ レ ゼ ン ト の 贈 呈 な ど も 行 わ れ て い ま し た 。 小 学 生 を 対 象 と し た ク リ ス マ ス パ ー テ

ィ ー は 毎 年 の よ う に 行 わ れ て い ま し た が 、宜 野 湾 で は 1969（ 昭 和 44 ）年 、学 校 か

ら の 要 請 に よ っ て 、 こ の ク リ ス マ ス の つ ど い が 中 止 に な り ま し た 。 招 待 さ れ る 子 ど

も の 数 が 20 0 人 に 限 ら れ て い た こ と か ら 、行 け る 子 ど も と 行 け な い 子 ど も の 間 で 不

公 平 感 が 生 ま れ る と い っ た こ と が 、 そ の 大 き な 理 由 で し た 。 未 来 を に な う 子 ど も た

ち へ の 一 番 の プ レ ゼ ン ト は 、 差 別 や 争 い の 無 い 平 和 な 世 界 。 サ ン タ さ ん が 届 け て く

れ る こ と を 、 み ん な で 祈 り た い で す ね 。  
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もちろん、宜野湾市でも赤ちゃんコンクールは開催さ  

れ、多くの赤ちゃんが参加したようです。1963（昭和 

38）年の『市報宜野湾 42 号』にも赤ちゃんコンクール 

の一次審査開催の記事が掲載され、審査の様子を知るこ 

とが出来ます。市内の各校区毎での審査を通過した赤ち 

ゃんは最終審査に臨み、出産時と現在の身長・体重・胸 

囲・頭囲の測定などの審査が行われました。 

 

 
２ 

みなさんは、「赤ちゃんコンクール」という大会を知っていますか？ 

このコーナーでは、「赤ちゃんコンクール」について紹介していきたいと思います♪♪ 

☆ 赤ちゃんコンクールのルーツ、健康優良児審査会？！ 

今から 54 年前になる 1951（昭和 26）年５月５日の「こどもの日」に、第１回目となる健康優良児の表

彰式（琉球新報社主催）が行われました。これは、「強い子、よい子、賢い子」に育てようとの目的によって

開催されたものです。表彰式にあたり、全島の小学６年生の男女児童を対象に審査を行い、沖縄一の健康優良

児を決定しました（→この審査会が数年後、「赤ちゃんコンクール」へと変化していくのです）。児童生徒には、

健康診断（身長・体重・胸囲・座高など）、体力状況（50m 疾走・スポンジボール投げ・出欠状況・活力・耐

久力など）、精神的状況（性格・健康に対する努力）、学業成績など厳正なる審査が行われたそうです。審査の

流れは、①各小学校の校長先生によって男女各１名を選出し、琉球新報社から配布される推薦用紙に記入後、

地区教育会事務所に提出します。→②地方審査会によって、地区教育委員会で書類審査を行い、地区代表の男

女２名を選出します。→③中央審議会（健康優良児審査会のこと）によって、地区代表の児童へ書類審査・面

接審査を行い、沖縄一位（男女各１名）、準沖縄一（男女各１名）、特選児（男女各３名）の健康優良児（計

10 名）を決定します。→④その後、沖縄一位、準沖縄一、特選児の児童 10 名をこどもの日に表彰しました。

なお、第１回大会には 154 校から 300 名の児童がエントリーしたそうです。 

☆ 赤ちゃんコンクール開催！！ 

こうした、児童生徒を対象にした健康優良児審査会は、1951（昭和 26）年の第１回大から 1953（昭

和 28）年の第３回大会まで実施されました。その後、1955（昭和 30）年の第４回大会から「赤ちゃんコ

ンクール」へと名称が変化し、正しい育児知識の普及と健全な赤ちゃんの育成を目指して、コンクールは開

催されるようになりました。コンクールでは、２歳未満の赤ちゃんを対象に審査がなされ、 赤ちゃん沖縄

一を決定したのです。 

☆ 宜野湾市での赤ちゃんコンクール審査会の様子♪  

 

赤ちゃんコンクールの審査風景：1964（昭和 39）年 



 

  審査といっても、緊張した様子は見られず、元気に育った赤ちゃんの成長を喜ぶお母さん達には笑顔があ 

ふれ、泣きじゃくる赤ちゃんも見られ、賑やかな様子だったようです。審査によって選抜された本市代表の 

赤ちゃん（男女２名）は、地区大会への出場権を手にしたのです。 
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☆赤ちゃん沖縄一までの道のり！！ 

このように、①一次審査によって各市町村の代表者を選抜します。→②二次審査によって各市町村の代表

男女２名、約 90 名の赤ちゃんから地区代表を選抜します。→③そして、いよいよ、最終審査となる全琉赤

ちゃんコンクールで地区代表の中から赤ちゃん沖縄一を決定するのです。その際にも、身体測定、病気の有

無、発育状況、栄養状況、均整がとれているのかなど、厳正なる審査が行われたそうです。→④その後、こ

どもの日に審査を通過した市町村優良児（男女各 45 名）、地区代表優良児（男女各 18 名）、ベストテン（男

女各５）名、沖縄一（男女各１名）の計 138 名の赤ちゃんを表彰し、記念メダルが与えられたそうです。 

☆赤ちゃんコンクールのその後♪ 

1955（昭和 30）年の第４回大会から始まった赤ちゃんコンクールは、1970（昭和 45）年の第 20

回大会まで開催されたようです。それ以降に大会が開催されていたのかについては、残念ながら調べること

は出来ませんでした。しかし、宜野湾市ではその後も、市連合婦人会主催の赤ちゃんコンクールが 1975

（昭和 50）年に開催されていました。各区から推選された赤ちゃん 30 名余りの中から、入選した６名の

赤ちゃん（女児２名、男児４名）に表彰状と記念品が贈呈されたそうです。 

その頃に、参加した赤ちゃんも今では 50 歳代となりました。もしかしたら、お父さん、お母さんも出場

していたかも？ひょっとしたら私も出場者かも？と心当たりのある方もいらっしゃることでしょう。コンク

ール出場者があなたの身近にいるのかもしれませんね。この機会に、ご家族の方に尋ねてみてはいかがでし

ょうか。楽しい家族団らんの場で、話題の一つとして取り上げてもらいたいものです♪ 

 

赤ちゃんコンクールの審査風景：1965（昭和 40）年 
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■シリーズ歴史のあしあと 

 

カー！ 其
そ

ノ
の

一
い ち

 

お正月には、若水
ワカミジ

汲みに行きませんカー！ 

 ■カー、あれこれ 

沖縄県内には、“カー”と呼ばれる湧き水が

各地で見られます。宜野湾市内では、およそ

120 ヵ所のカーが確認されています。宜野湾

市は、比較的、水の通しやすい石灰岩を台地

としており、地下には水や洞窟が多い場所で

す。水は高いところから低いところに流れる

ので、宜野湾市では、標高の低い西側に水量

抱負なカーが見られます。特に大山のタイモ

畑では、多くのカーが見られ、タイモや生き

もの達にも潤いを与えています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 
ヒージャーガー（大山） 

森の川（真志喜） クンカー（宇地泊） 

■生活の中のカー ～お正月は若水～ 

カーの水は、上水道が普及する前は、飲み水や野菜洗い、洗濯用水、牛馬の水浴び場として利用

するだけでなく、人びととの情報交換の場でもありました。また、子ども達にとっても夏場の格好

のプールだったのです。このように日常生活の利用だけでなく、特別な場面でも利用されていまし

た。集落で赤ちゃんが生まれると、数ヵ所あるカーの中でも「ウブガー（産泉）」と呼ばれるカーの

水を汲み、その水を赤ちゃんの額につけて、健康を祈るウブミジ（産水）の習慣がありました。ま

た、新年を迎えると、子ども達がカーの水を汲んで、親がその水でお茶を沸かして火ヌ神や仏前に

供え、新年を迎えての家内の健康を祈りました。これを若水（ワカミジ）といいます。子どものい

ない家庭では、近所の子ども達に水汲みを頼み、そのお礼としてお駄賃（お年玉）をあげることも

あったようです。 
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～思いがけない旧正月～ 

� 行政資料にみる戦後の宜野湾 (７) � 

〇 台 風 と 農 作 物  

 前 号 では 、 戦 後 初 期 の 沖 縄 に 上 陸 した 台 風 と、「 1 マイル 制 限 」について 紹 介 し ました 。この 時 期 の 沖

縄 に 上 陸 した 台 風 は どれも 勢 力 が 大 き く、 多 くの 民 家 や 農 作 物 に 大 きな 被 害 を 受 け ました。 

当 時 の 宜 野 湾 村 で は 、 土 地 の 開 放 が な か な か 進 ま ず 、 村 民 は 野 嵩 や 普 天 間 に 密 集 し て 生 活 し て

い ま し た 。 例 え 土 地 が 開 放 され 、 居 住 が 許 可 さ れ て も 、 そ れ らの 土 地 は 戦 災 に よ っ て 荒 れ て い た の で 、 と

ても 生 活 で きる 状 態 で は あ り ま せん で した 。 そ のた め 村 役 所 も 荒 れ てい た 土 地 で 人 びと が 再 び 耕 作 で きる

ように 取 り 組 みま した。 人 びとは 荒 れた 土 地 を 切 り開 き、 その わず かな 土 地 に 芋 を 植 えてい ました 。  

〇 思 い が け な い 旧 正 月  

し か し 、 何 度 も 上 陸 し た 台 風 に よ っ て 植 え て あ っ た 芋 は 被 害 を 受 け 、 食 糧 事 情 は さ らに 悪 化 し 、 人

び と の 風 習 も 影 響 を 受 け ま し た 。 文 化 課 所 蔵 の 行 政 文 書 「 区 長 会 （ 自 治 会 長 会 ） 記 録 」 を み る と 、

194 7（ 昭 和 22 ）年 12 月 22 日 の 区 長 会 におい て、ある 出 席 者 か ら「今 年 ハ 去 ル 暴 風 雨 ノ タメ野 菜 モ

未 ダニ 出 廻 ラナイ ノデ 旧 正 月 ニ シタイト 思 ツテ 居 リマス ガ 如 何 」と 提 案 されて いま す（ 資 料 1 ）。 この 提 案

には出 席 者 全 員 が 賛 成 し、 食 糧 不 足 の ため 翌 年 （1 948 年 ） の 正 月 は 旧 正 月 の 時 期 まで 延 期 する

こと になり ま した 。 戦 前 の 沖 縄 県 では 、 「 新 生 活 運 動 」に よ って 、 旧 正 月 の 廃 止 が 徹 底
て っ て い

され、 戦 後 に お

い て も 、 沖 縄 民 政 府 ＊ は 新 正 月 の 元 旦 を 公 休 日 と し て 制 定 し て い ま し た 。 こ の よ う に 、 新 正 月 が 人 び

とに定 着 しつつ ある時 期 に あって、 おお やけな 旧 正 月 の 実 施 は 異 例 とも 言 える でし ょう 。 

当 時 の 宜 野 湾 村 長 の 桃 原 亀 郎 は 、

この 年 の 旧 正 月 を 自 宅 で 迎 え 、 「 村 へ 帰

り、 部 落 へ 帰 り、 始 めて 家 へ 帰 って の 御 正

月 」と 日 記 に 記 して い ま す（ 『 戦 後 初 期 の 宜

野 湾 － 桃 原 亀 郎 日 記 』 宜 野 湾 市 教 育 委 員

会 1 9 9 7 年 ） 。 多 忙 を き わ め た 村 長 に と っ

て 、 旧 正 月 が 思 い が け な い 休 息 と な っ た の

で し た 。 ま た 、 宜 野 湾 村 で は 1 951 （ 昭 和

26 ） 年 に も 旧 正 月 が 実 施 さ れ た よ う で す

が、その 理 由 は 今 のと ころ不 明 です 。 

資 料 1： 区 長 会 で は 正 月 の 件 の 他 に も  

家 畜 に つ い て も 話 し 合 わ れ た 。 

＊  一 口 メ モ ： 沖 縄 民 政 府 と は … 。 

194 6（ 昭 和 2 1） 年 4 月 発 足 。 

現 在 の 沖 縄 県 に 相 当 し ま す。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  

みなさんは市 史編集係 のお仕 事 について、ご存 知 ですか？このコーナーでは市史編 集

係 の仕 事 内 容 についてお伝 えしたいと思 います。市 史 編 集 係 では、『宜 野 湾 市 史 』の編

集 作業や、みなさんが今 お読みの『がちまやぁ』づくりなど、さまざまな業 務 を行 っています。

ここではそのなかの一つ、宜 野 湾関係資料の整理について、みていきたいと思います。  

◆宜 野 湾 関 係 資 料 の整 理 とは？  

宜野湾関係資料の整理には、宜野湾市関係の新聞の目録づくり・宜野湾市関係

資料の図書登録・行政文書の整理などがあります。それでは、宜野湾市関係資料

の整理のなかから、宜野湾市に関係する新聞の目録づくりについて、みなさんに

紹介したいと思います。  

みなさんがお読 みの 『琉 球 新 報 』 、

『沖 縄 タイムス』の両 新 聞から宜野 湾に

関 する記 事 を拾 い出 し、目 録 をつくる

お仕事です。  
★宜 野 湾 市 関 係 の新 聞 の目 録 づくりとは？  

�新 聞 から 記 事 を 拾 い 出 す 作 業 の 様 子  

 

☆チェックする記 事 は？  

① 宜野湾市民が投書したもの  

宜野湾市民が投書した記事以外にも、他市町村の方々が宜野湾市に関する

内容を投稿している場合もあるので、それらの記事も含まれます。  

② 事件など宜野湾市内で起きたもの  

宜 野湾 市 内 で起 き た 事件 と 、 市外 で 起 き た事 件 に 宜野 湾 市 民が 関 わ っ た

内容の記事も含まれます。  

③ 宜野湾市が関わっている県政  

県 政は 、 県 全体 に 関 わる も の で、 宜 野 湾 市が 関 係 した 県 政 につ い て の 記

事も含まれます。  

市史のお仕事ってなぁに？ 
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７  

④ 普天間基地に関するもの  

基地は、S A C O 関連や、米軍再編、普天間飛行場移設に連動する名護市

などの動きについてもチェックしています。  

⑤ その他  

宜野湾市民が掲載されたイベントなどでの感想、宜野湾市出身者などの

記事など。  

☆パソコンで目 録 をつくる  

  チェックした記事を日付順かつ新聞社ごとに、それぞれ朝刊、夕刊というよう

に入力していきます。パソコンでの目録づくりは、2 0 0 3（平成 1 5）年から開始し

ています。パソコンでの目録は下記のようになります。  

☆目 録 をつくったあとの新 聞 は？  

目録を入力し終わった新聞は、新聞社、月ごとに整理していきます。文化課に

は現在、整理を終えた 1 9 9 9（平成 11）年の新聞から、 2 0 0 5（平成 17）年 8 月

分までの原紙を保管しています。  

すみずみまで新 聞 に目 を通 し、チェックをする作 業 は地 道 で時 間 もかかります

が、新 聞 をパソコンでデータ化 することにより、いつ・どこで・どんなことが起 こり、ま

たそれに関連 した記 事 の大 まかな内 容 を知 ることができ、必 要 なときには、記 事 を

短い時間 で簡単に探すことができます。  

このような作 業 の積み重ねによって、宜 野 湾 市 の歴史 を振 り返 る際 に、新 聞か

ら拾 い出 した宜 野湾 関 連 記 事 も貴 重 な歴 史 的 資 料 となり、未 来 の宜 野 湾 市 の

歴史へとつながっていくのです。  

 � � 

＊ 宜 野 湾市 関 連 の 記 事 は １ 日 あた り 、 お よ そ 4 0 件 ほ ど拾 い 出 す こ と が で きま す 。 

  

年月日 曜 頁 内容 新聞社 面 備考 キーワード

H17.8.6 土 朝　２５ 沖国大と九大生 基地問題で討論 タイムス 情報･案内
沖国大生・九州大生が「戦争と平
和を考える」と題したフォーラムを
開催

沖国大＞フォーラム

H17.8.8 月 夕　　７ バレー・中部商 決勝T敗退 新報 スポーツ
千葉きらめき高校総体【バレー
ボール】聖カタリナ女（愛媛）2－0
中商：写真付き

千葉きらめき
高校総体

H17.8.13 土 朝　２８ 大山綱引き 行列初参加 新報 社会

宜野湾市の伝統行事で知られる
大山綱引きが、宜野湾はごろも祭
り「察度王歴史絵巻行列」に初め
て参加する：写真付き

はごろも祭り

H17.8.22 月 夕　　６ 普天間中が金 美里中は銀 タイムス 総合

21日、第五十回九州吹奏楽コン
クールの中学校の部があり、九
州・沖縄の代表25校が演奏し9校
が金賞を受賞：写真付き

九州吹奏楽コンクール
＞宜野湾市

宜野湾市関連記事



 

 

 

 

先 日 、 ボ ー ジ ョ レ ー ・ ヌ ー ヴ ォ ー （ 今 年 、 収 穫 し た ぶ ど う で 作 ら れ た フ ラ ン ス 産 の  

 ワ イ ン の 新 酒 ） が 売 り 出 さ れ 、 世 の 中 を 賑 わ し ま し た 。 こ れ か ら ク リ ス マ ス 、 そ し て  

年 末 年 始 と 、 一 年 の う ち で も 、 お 酒 が よ く 飲 ま れ る 季 節 に 差 し か か り ま す 。 そ こ で 、  

宜 野 湾 で の お 酒 の 製 造 に つ い て 少 し ふ れ て み た い と 思 い ま す 。  

か つ て 宜 野 湾 で も ワ イ ン が 作 ら れ て い た こ と を 知 っ て い る 方 は 、 も う 少 な い か も し  

れ ま せ ん ね 。 ワ イ ン と い っ て も 、 ぶ ど う で 作 っ た ワ イ ン で は な く 、 泡 盛 ベ ー ス の カ ク  

テ ル だ っ た よ う で す が 、「 ラ ッ キ ー ワ イ ン 」と い う  

名 前 で 売 り 出 さ れ て い ま し た 。 し か し 、 現 在 ラ ッ  

キ ー ワ イ ン に 関 す る 手 が か り は 、 195 0 年 代 に 撮   

影 さ れ た ラ ッ キ ー ワ イ ン に ま つ わ る 写 真 、 製 造 地  

が 大 山 で あ っ た と い う こ と 、 ラ ッ キ ー ワ イ ン 以 外  

に 「 ラ ッ キ ー ス ロ ー ヂ ン 」、「 ラ ッ キ ー ド ラ イ 」 と  

い う 銘 柄 の お 酒 も 製 造 し て い た と い う こ と 、 そ し  

て テ レ ビ で も コ マ ー シ ャ ル が 放 映 さ れ て い た ら し  

い と い う こ と 以 外 に 残 さ れ て い ま せ ん 。（ 写 真 １ ）。 

1951（ 昭 和 26 ） 年 ２ 月 １ 日 の 『 う る ま 新 報 』 に は 、 中  

部 酒 造 組 合 が 旧 正 月 向 け に 、 お 酒 の 広 告 を 載 せ て お り 、 そ  

の 中 に は 「 宜 野 湾 村 大 山 区 ・ 三 洋 酒 造 工 場 」 の 名 前 を 見 つ  

け る こ と が で き ま す 。 ま た 、 1962 （ 昭 和 37 ） 年 の 酒 造 組  

合 の 資 料 に は 、 宜 野 湾 村 大 山 の 中 央 醸 造 化 学 研 究 所 で ラ ッ  

キ ー ワ イ ン 、「 ス ロ ー ジ ン 」、「 乙 姫 」（ 写 真 ２ ） の 三 種 類 の  

お 酒 が 製 造 さ れ て い た こ と が 記 さ れ て い ま す 。 こ れ ら の こ  

と か ら 推 理 し て み る と 、 ラ ッ キ ー ワ イ ン と 三 洋 酒 造 工 場 、  

そ し て 中 央 醸 造 化 学 研 究 所 が 、 そ れ ぞ れ 関 係 し て い た で あ  

ろ う こ と が 考 え ら れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

じのーん・ヌーヴォー？！  

 

写 真 1． 当 時 の 広 告 看 板  

写 真 2．「 乙 姫 」 の ラ ベ ル  

この よ う に 、 点 の 情 報 を 線 で 結 ん で み る の も 、 私 た ち 市 史 編 集 係 の お 仕 事 で す 。 さら に 、 当 時 を 知 る 方 々 か ら

お 話 を 聞 か せ て 頂 い て 確 か め た り 、専 門 の 先 生 方 か ら 教 え て 頂 き な が ら 本 格 的 に 調 査 を 進 め る こと で 、 宜 野 湾

市 の 歴 史 の 一 部 分 を 記 録 して 残 し て い く の で す 。 市 史 編 集 係 で は 、 宜 野 湾 で の 酒 造 に つ い て 本 格 的 な 調 査

を 行 っ た こ と は な く 、 これ に 関 して は 、 ま だ ま だ 情 報 不 足 で す が 、み な さん 、 ま た 、み な さ ん の 周 囲 に は 、 も っ と 詳 し い

情 報 を ご 存 じ の 方 が い らっ し ゃ る か も しれ ま せ ん ね 。 こ の 記 事 、 ま た 、 他 の 記 事 に 関 し ま して も 、 お 心 当 た り の 点 が

ござい ま した ら 、 情 報 提 供 に も ぜ ひ 、 ご協 力 お 願 い い た しま す 。み な さん の 、ち ょ っ と した 記 憶 も 大 切 な 財 産 で す ！ 

８  

※「じのーん」とは宜野湾のこと  


